
発
見
、
早
期
治
療
に
結
び
付
け
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
実
現
す

る
た
め
、
買
い
物
や
外
出
支
援
、
声
か
け

や
見
守
り
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
支

援
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
保
険
以
外
の

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
、
高
齢
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の

創
設
や
そ
れ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
居
住
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
新
た
に
見
守
り
な
ど
が
必

要
な
障
が
い
者
と
の
共
生
住
宅
を
、
民
間

建
設
で
進
め
る
た
め
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
の
尊
厳
を
守
る
た
め
、
高
齢
者

虐
待
の
対
応
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
取

り
組
み
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
促
進
な

ど
高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

要
援
護
高
齢
者
マ
ッ
プ
の
作
成
を
も
と

に
、
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
の
検
討
な

ど
、
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
高
齢
者
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
や
こ
れ
か
ら
高
齢
者
と
な
る
皆

さ
ん
が
、
生
涯
を
健
康
で
生
き
が
い
を
も

っ
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

平
成
23
年
10
月
31
日
現
在
の
津
別
町
の

65
歳
以
上
の
人
口
は
、
２
１
４
８
人
で
高

齢
化
率
は
37
・
９
％
で
す
。
平
成
26
年
度

末
に
は
２
１
３
７
人
と
わ
ず
か
に
減
少
し

ま
す
が
、
高
齢
化
率
は
41
・
４
％
に
上
昇

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦

の
み
の
世
帯
（
平
成
23
年
４
月
現
在
、
全

世
帯
の
38
％
）、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
た

取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第

５
期
計
画
で
は
、『
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
』
を
基
本
理
念
と
し

て
、
次
の
重
点
課
題
を
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
そ
の
有

す
る
能
力
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
が

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、認
知
症
高
齢
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
開

設
す
る
事
業
所
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

要
介
護
度
悪
化
に
伴
い
自
宅
で
の
介
護

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
施
設
入
所
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
第
６
期
計
画
以
降
の

中
で
、
特
養
の
建
て
替
え
に
合
わ
せ
た
個

室
・
ユ
ニ
ッ
ト
型
へ
の
整
備
と
定
員
の
増

床
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
お
く

る
た
め
の
健
康
づ
く
り
や
疾
病
の
予
防
で

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
に
関
わ
る
医
療
と
介
護
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
認
知
症
の
早
期

住み慣れた地域で「自立」した生活を特集

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

第第第第
５５５５
期期期期
高高高高
齢齢齢齢
者者者者
保保保保
健健健健
福福福福
祉祉祉祉
計計計計
画画画画
・・・・
介介介介
護護護護
保保保保
険険険険
事事事事
業業業業
計計計計
画画画画

津別町では、介護保険を健全に運営するため３年ごとに事業計画の見直

しを行っています。平成24年度からは「第５期高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画」がスタートします。

この計画では、高齢者が可能な限り、住み慣れた地域で自立した日常生

活を営むことができるよう、高齢者のニーズに応じて、介護、予防、医

療、住まい、生活支援のサービスを切れ目なく提供するシステム～地域

包括ケアシステム～の構築を念頭に、『だれもが安心して暮らせる地域

づくり』を、基本理念として計画を策定しています。

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

見
据
え
た
計
画

今
回
策
定
し
た
計
画
は
、
３
期
（
平
成

18
〜
20
年
度
）、
４
期
（
平
成
21
〜
23
年
度
）

計
画
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
平

成
26
年
度
ま
で
の
目
標
を
達
成
す
る
仕
上

げ
の
計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年

度
以
降
に
お
け
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
計
画
で
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、「
介
護
」
を
社
会
全

体
で
支
え
合
う
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
保

険
料
は
大
切
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

津
別
町
の
65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料

（
基
準
額
で
月
額
２
８
０
０
円
）
は
全
国
で

一
番
低
い
保
険
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
の
増
加
な
ど
で
介
護
給
付
費
用
が
増

加
し
て
お
り
、
第
５
期
で
取
り
崩
す
予
定

の
基
金
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
今
後
の
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

急
速
に
進
む

高
齢
化
に
対
応

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

q

認
知
症
高
齢
者

支
援
対
策
の
推
進

r

高
齢
者
の
権
利
擁
護

u

健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
の
推
進

e

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

住
ま
い
の
確
保
対
策

y

災
害
時
に
お
け
る

要
援
護
高
齢
者
の
支
援

i

地
域
生
活
支
援
体
制
の
整
備

t

高
齢
者
の
積
極
的
社
会
参
加

o

中
重
度
者
に
対
す
る

入
所
施
設
の
整
備

w

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
０
）

※この計画書は津別町ホームページにも掲載しています。http://www.town .tsubetsu .hokka ido . jp


